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中山和彦提出論文内容要旨
 蝸牛膜様迷路の外側蟹を形成する血管帯は,Gor七i以来,一般に内淋巴の分泌機能を持つも
 のと想像され.,内耳の中でも最も興味のある部位の一つと考えられて来た。そ・こで私は電子顕微
 鏡を用いて先づ正常曲管帯:を検索し,次に自律神経毒及び強大音響による変化を観察した、・
 研究材料及び研究方法:試獣には体重5509前後の海狽せ用い,次の条件下に動物を断頭し、
 直ちに内耳を摘出して固定を行った。すなわち&)正常海狸b)1%塩酸Pi■ocarpine
 O,5CCを皮下注射後50分,45分一時聞及び6時1言lio)0.1%、齪化aα恥na■ine皮下
 注射後5分,10分及び20分α)120Phonの強大音響(W且itetloise)を50分及
 び12時…聞負荷後てある.固定液に,は'VeronaコーaCeta七ebufferでpHz4に.調整した
 1%osO4溶液を用い,非脱灰のllネ、1、内耳を皿eth巳cry■樹脂に包埋した。そしてSpenC3「
 型回転m土cro七〇meRU-5型及びSjすs七rand-uILtramicro七〇mo5514A型を使用し
 て超薄切片を作製し,明石製TRS50B及び日立製HU10型電子顕微鏡で写真を撮影した。
 検索所.見:1.正常血管帯の構造:電子顕微境で鐘検すると血営帯には暗視性の緑llli飽と,明
 るい深層細胞とが見出さ衆,深層細胞には中購1細胞,基底細廻及び,毛細血管の内皮細胞の三種
 を区別するとどが1ド来た。イ)緑細胞:血管帯の表層に存在する緑細胞1ま細胞下半部に,多数
 の原形質突起,乃至は基底陥入を持っている。細胞質は細胞小幕官やこ富み,深層細胞のそれに比
 して著しく電子密度が高い。糸粒体は迷路諸細胞中で最も大型であり,基質の部分に,ロ罫到向
 200&D糸粒体顆粒を容,れてい島・細胞質中にね多数の粗面小胞体があり,自由粒子としてのP凝磁e粒子
 も豊、曹である。又,核上部にはgo1戚装置と,多数の球形水胞とを認め,球形水胞には直径1μ
 灘菱の大型のものから500倉鍍の小型のもの迄,連続的に種々の大きさのものが観察された・
 核は粗大顎位状の核質を容れてむり,弱拡大で見ると核質は虎斑状を呈する。ロ)中μ脚1胞=
 この細胞の細胞質は電子密度が低く,比較的小量の細胞小器官を容れている。そして,黒眼の海
 興εは細胞質中に高電子密度の楕円形顆粒を多数認めた。核は楕円形を呈し,比較的均質オ:核質
 を持っている。ハ)基底細胞:血管帯の深部には一乃至数層の,扁平な基底細胞が存在する。
 この細胞は中間細胞のそれに類似した明槻性の細胞質を持ち,黒眼の海撫はその内部に楕円形
 顆粒を少数認めた。叉,黒眼,赤眼の両方の動物に齢いて少数の金米、糖形大顆粒が見出された・
 二)毛細血管の内皮細胞:内皮細胞の細胞質中には直径約400玉の微細な小胞が観察され,
 これが形質膜に接着した像や,この接着部で外方に開放したと,患われる半球状の小陥凹を認めたD
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 叉,内皮細胞の外側に一枚の基底膜1を観察した。2.塩酸Pi■ocarpine注射後の血管帯
 :注射後ろD分の標本では基底細胞が暗く見え,緑細胞の原形質突起下端に,明るい浮腫状の拡
 ぽ口
 強を認・めた。叉,糸粒体基質の部分に,直径2ろOAより450Aの糸粒・体顆粒を多数見出した。
 次に.注射後45分では中間細胞の濃縮像と縁細胞の浮腫状腫脹とが観察された。叉,緑細胞の核
 上部に直径ロ.コμ丁覇麦の水胞を多数認め,細胞宙曲面に水胞の接着惚と,半球状の小陥凹どを見
 出した。注射後1時間では緑細胞の濃縮像と深層細胞の明視化とを観察し,更に.注射後6時間の
 標本では血管帯の諸細胞が何れも正常時に近似せる像を呈することを認めた。5.塩化adr』
 el!aline注射後の血管帯:adrena1拠eを注射しメと標本では何れも縁細胞の濃縮像ど深層
 諸細胞の浮腫状拡大,血管腔の縮小保線が観察された。4.強大音響刺戟負荷後の血管帯:音
 響刺戟を50分負荷した標本では深層細胞に軽度の濃編首像を認め,同時に縁細胞の糸粒体に:直径
ロロ
 140A乃至560Aの糸粒体顆粒を見出した。又,縁細胞の自由画の随所に半球状の小陥
 凹を認めた。次に強大音響を12時間負荷した標本では・血管帯の請細胞に糸粒体の変性像を見
 出した。との変性像は糸粒体の1大小不同化,輪廓の不規則化,eri已taeの断裂,減少或は消
 失等であって,死後変化の標本で見出した様左糸粒体の膨化像やGris七aの破壊像.更に基質
 の融解消失像等は認めなかった。
 総括及び考按:血管帯の縁細胞には,複雑な走行を示す原形質突起が見出され,この部に旺盛
 な液体移動の行われることを暗示している。又・私は4の原形質突起がPiユOcaτPエne注射
 後拡張し,adrena■ine注射により縮小することを認めた。この知見は緑細胞が原形質突起
 により一種の調節作用を営むこと玉、富津神経がこの作閑に膜i'与すること玉を示・すもめと、慰、われ,
 この糧の調節作用が内淋巴圧及び内淋巴成分の平衡維持…に重要な意義を持…つものと想像され.る。
 次に縁細胞の糸粒体顆粒がPiユocarpine注射或は音響負荷により増加し,且つ大型化した
 像を認め,Pi■ocar'piエie注射或は音響負荷:により、この細胞内をより大量の水と陽イオン
 とが通過するものと推測した。更に私は縁細胞核上部の小型水胞が形質膜に接着した像や,これ
 が外方に開放したと、思われる小陥凹をPiユocarpine注射45分後及び音鞭負荷三日分の標
 本で多数認めた。との知見は,Bennet等の云うmembrallef■Owの機転によりこの部に物
 質移動の起ることを示すものと、思われる。所で海ゴ鱒こPi■ocarpineを注射すると,縁細胞
 が原形質突起を通して深層細胞から液成分を吸い上げた像が,叉,adrena■ineによっては
 深層細胞に液体の貯留する像を観察した。そしてPi■ocarpilleによっては血管帯の機能亢
 進が,叉,adrena■ineでは機能低下が招来されるものと.解釈した。一方,音響負荷50分
 の標本ではPi■ρcarpino注射50分乃至45分後の変化に或程度類似した所見を観察し,
 叉,12時間負荷の場合には糸粒体の変性像を認め,強大音騨により血管帯に機能異常の発現す
 ることが想像された。
 結語:電子顕微鏡を使用して内耳'血管帯に関する実験的研究を行ら,幾つかの新知見を得た。
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 審査結果の要旨
 著者は海瞑を試獣として電子顕微鏡を使用し聴賄1且管帯の微細構造を明かにした。即ち1血管帯
 は1)s七einpilz型を呈し暗視性で下半部に多数の微細な原形質突起を有する縁細胞
 2)血管帯のやx深層に位置し縁細胞の原形質突起の間に介在して上下に長い紡錘形の中間細胞
 5)中間細胞より更に深部に位置する一層乃至放鷹の扁平な基底細胞4)毛細血管の内皮細
 胞の四種の細胞から成ることを朔かにした。
 次いで,自律神経毒及び強大音響による罫匠管帯の変化を記載した。
 繰細胞の原形質突起は立体的には膜様の拡りを持つ細胞質の皺壁であって,これが深暦細胞の
 ・内部に深く嵌入してむる事実はそれ自体既にこの剖～に旺盛な液体移動の行われることを暗示して
 いるが,この基底陥入はPilocarpine注射後に1拡張し,Ad-re[ia,1ine注射によって滴
 少瞭を示す。従って緑細胞はその原形質突起によって一極の調節作用を営み而も自律伸縫がこの
 作用に関与するものであろうと推定した。
 次に歓細胞の糸粒体顆粒がpilccarpine注射50分及び音・響附加50分1麦り標本で増翻
 し且つ梢大型化したことからp且Ooarpine或は音脚冒弓加に上り縁細胞内を大重の水と陽イオン
 とが通過するものと想涼した。
 更に著者は緑細胞核上都の小型水胞が形質膜に接着した瞭や,これが外方に開放したと思われ
 る小陥凹をpilOCarpine注射45分後及び音欝負荷50分の標本で多数認わ,この所見は
 Benne七等の云うmembraneflOwの機転によりこの部に物質移動の起ることを示すもの
 と解釈した。
 著者は以上の如き実験結果からこの部が内淋巴圧及ぴ内淋巴成分の平衡維持に重要な意義を持
 つものであろうと結論している。
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